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○企業紹介とロゴ・社是について
　株式会社復建エンジニヤリングの

前身である社団法人復興建設技術協

会は、戦災により荒廃した国土の復

興にあたり、海外から帰還した建設

技術者を活用する拠点として今から

70年前の1946年（昭和21年）６月１

日に設立されたものです。この復興建設技術協会の

関東支部が1959年（昭和34年）４月に、株式会社関

東復建事務所となり、1970年（昭和45年）５月に現

社名の株式会社復建エンジニヤリングとなりまし

た。同様に、東北、中部、近畿、中国四国、九州の

各支部も株式会社に移行し、社団法人復興建設技術

協会を母体とする復建６社が誕生しております。

　ロゴは会社名頭文字のFEをデザインしたもので、

コーポレートカラ―であるブルーを使用しております。

　社是である「技術と信用」は、技術を磨き、お客様

の信用を得ることを目指し、1972年（昭和47年）に制

定いたしました。社員が一番大事にしている言葉です。

　当社は今年、社団法人時代から数えて70年となりま

した。我々社員は先輩たちが築いてきた信用を、技術

を磨くことによりさらに強固にし、100年企業に向けて

邁進していきたいと考えております。

　

○企業概要
社　　是：「技術と信用」

経営理念： 優秀な技術によって社会公共に貢献する

会社の末永き発展はすなわち社員の末永

き繁栄であることの実証を期する

設　　立：昭和21年６月１日

資 本 金：１億4048万円

従業員数：183名

売 上 高：（完成高実績）約35億円（Ｈ27.9実績）

代 表 者：代表取締役社長　安藤　文人

本　　社：東京都中央区日本橋堀留町１ -11-12

支　　社：東北（仙台市）、名古屋、大阪、福岡

事 務 所： 札幌、岩手、茨城、栃木、群馬、北関東（さい

たま市）、千葉、横浜、山梨、飯田、滋賀、沖縄

○地下鉄事業への取組
　前身の復興建設技術協会時代から、東京では帝都

高速度交通営団（当時）から委託を受けた地下鉄４

号線（丸ノ内線）の池袋駅および神田駅（現淡路町

駅）の設計、名古屋市から委託を受けた高速度鉄道

（地下鉄）栄町駅基本計画など、戦後の地下鉄交通

網の整備に尽力いたしました。その結果、丸の内線

や日比谷線などではほぼ全線を、首都圏全体でも半

数以上の地下鉄に携わらせていただきました。

　また、首都圏以外でも、仙台、横浜、名古屋、京

都、福岡の各地下鉄にも携わらせていただきました。

＜近年の実績＞

○日本地下鉄協会とのつながり
　1981年（昭和56年）に社団法人日本地下鉄協会の

リニアモーター駆動地下鉄推進本部の会員として参

加させていただきました。

福岡市営地下鉄七隈線（天神南～博多駅間）
　建設事業に係る環境影響評価

仙台市営地下鉄東西線　動物公園駅

事業本部･事業推進本部

株式会社復建エンジニヤリング
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○企業紹介と社章
　1873（明治６）年、大倉喜八郎が大倉組商会を創

立し、機械などの直輸入貿易をおこすとともに諸建

造物の造営などに当ったのが起源であり、大倉組商

会から土木業務を分離継承し設立した有限責任日本

土木会社は、わが国の会社組織による土木建築業の

はじめとなりました。1917（大正６）年には、株式

会社大倉土木組となり、日本土木株式会社、大倉土

木株式会社と改称され、1946（昭和21）年、大成建

設株式会社となりました。

　社名の「大成」は創業者・大倉喜八郎の戒名「大

成院殿礼本超邁鶴翁大居士」が語源であり、「孟子

万章下篇」の「衆の長所を集めて一大長所をつくる」

の「集大成」の意味を持っています。

【旧社章】

　財閥解体により大倉家から離れた当社

は、図案を社員から広く募集し、その中か

ら社員一人の案を1949（昭和24）年に採用

しました。文様は円形の濃緑の地に白で「大成」と描か

れ、地色である緑色は安全を象徴する色でもあります。

【シンボルマーク】

　オレンジは明るい未来、ブルーは優れ

た技術、グリーンは豊かな自然として、

自然と調和してより高く、より深く、よ

り広く活動する当社の経営理念を表しています。

1990（平成２）年、このシンボルマークを制定し、

2003（平成15）年４月には社章として採用しています。

○企業概要
商　号：大成建設株式会社

創　業：1873（明治６）年10月

設　立：1917（大正６）年12月28日

資本金：122,742,158,842円（2016年３月31日現在）

本　社：東京都新宿区西新宿一丁目25番１号

　　　　新宿センタービル

従業員：8,072名（2016年３月31日現在）

○鉄道工事紹介
●JR東日本：信越線新潟駅付近高架化工事
　天神尾工区を施工しています。狭隘な施工箇所で

あり、門型クレーンを使用して、工期と安全を確保

しています。2015年７月の安全週間では、社長が巡

視しました。

●ボスポラス海峡横断鉄道　2013年10月29日開通

・ 延長約13,558ｍの軌道及び付帯構造物の設計・施工

・ 沈埋トンネル：1,387ｍ

・ シールドトンネル：総延長18,720ｍ（9,360ｍ×２）

・ 山岳トンネル、開削駅舎、

地上駅舎

●JR東日本：千葉駅駅舎・駅ビル建替え工事
　千葉の玄関口としてふさわしいターミナル駅に生

まれ変わる工事を当

社が担当しています。

2011年に着工し、2016

年度第一期オープン、

2018年度完成に向け、

急ピッチで工事を進

めています。

大成建設株式会社
土木営業本部鉄道営業部
土木技術部鉄道技術室

上信越新幹線脇の狭隘部を
門型クレーンで施工

社長巡視時の様子を写した
当社安全ポスター

当社TVCMポスター テープカットの様子

2016年２月の施工状況
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TOPICS
MEMBERSHIP

会員だより
各事業者の情報から当協会が編集しています

鉄道車内に持ち込める
　手回り品のルールの一部変更について

(一社)日本地下鉄協会他30社局

　東武鉄道、西武鉄道、京成電鉄、京王電鉄、小田急電鉄、東急
電鉄、京急電鉄、東京メトロ、相模鉄道、名古屋鉄道、近畿日本
鉄道、南海電鉄、京阪電鉄、阪急電鉄、阪神電鉄、西日本鉄道、
新京成電鉄、北総鉄道、東葉高速鉄道、埼玉高速鉄道、首都圏新
都市鉄道、仙台市交通局、東京都交通局、横浜市交通局、京都市
交   通局、大阪市交通局、神戸市交通局、福岡市交通局では、平
成27年６月30日に発生した東海道新幹線「のぞみ225号」におけ
る車内放火事件を受け、鉄道車内に持ち込める手回り品のルール
を一部変更することとしましたので、お知らせいたします。

１．変更内容

　これまで、容器を含む重量が３キログラム以内であれば持ち
込みいただけていたガソリンをはじめとする可燃性液体そのも
のは、量に係わらず、車内への持ち込みができなくなります。

・  ただし、可燃性液体を含むものであっても、酒類・化粧品類・
医薬品など日常の用途に使用するもので、小売店などで一般
的に購入いただける製品については、２リットル以内又は容
器を含む重量が２キログラム以内であれば、引き続き車内に
持ち込みいただけます。

・  また、高圧ガス、可燃性固体についても、これらを含む小売
店などで一般的に購入いただける製品については、２リット
ル以内又は容器を含む重量が２キログラム以内であれば持ち
込みいただけます。

※ 具体例は、下記をご参照ください。
・ この度、その他の項目について変更する社局もあります。

２．変更日
平成28年４月28日（木）以降順次変更予定

（変更日は社局により異なります。）

※手回り品のルールの主な変更点

具体的な物品例 現在 変更後

可燃性液体
　

ガソリン・灯油・軽油 ○
（３㌔以内※） ×

酒類・化粧品類・医
薬品・ライター

○
（３㌔以内※）

○
（２L・２㌔以内※）

ペンキ ○
（10㌔以内※）

○
（２L・２㌔以内※）

高圧ガス

ヘアスプレー・防水
スプレー・スポーツ
用冷却スプレー

規定なし  ○
（２L・２㌔以内※）

カセットボンベ用カ
セットガス 規定なし ○

（２L・２㌔以内※）

ＬＰガス（業者から
購入するものなど） × ×

可燃性固体 キャンプ用固形燃料 ○
（３㌔以内※）

○
（２㌔以内※）

◎  可燃性液体を含む製品など、車内に持ち込めるものであっても、不注意等によっ
て、中身が簡単に漏れ出ないように適切に保護してください。

全国地下鉄輸送人員速報（平成28年２月）

一般社団法人　日本地下鉄協会

　平 成28年 ２ 月 の 全 国 地 下 鉄 輸 送 人 員（ 速 報 ） は、 約
４億６千３百万人で、対前年同月比4.3％増（定期旅客4.0％増、

定期外旅客4.6％増）となった。

　本年は、２月の稼働日数が閏年で１日多いこと及び仙台市地下

鉄東西線の新規開業の効果もあり、4.3％増と高い伸びとなった。

　ちなみに、１日当たり輸送人員での対前年同月比は、0.7％増であった。

年度・月
地下鉄輸送人員

うち定期旅客 うち定期外旅客

（千人） 前年比
（%） （千人） 前年比 （千人） 前年比

平成24年度 5,346,288 2.7 2,731,732 2.5 2,614,558 3.1
25 5,538,488 3.6 2,851,048 4.4 2,687,440 2.8
26 5,621,970 1.5 2,912,567 2.2 2,709,402 0.8

26年２月 431,270 2.8 223,013 3.4 208,258 2.2
　　３月 505,415 11.8 261,834 19.5 243,582 4.4
　　４月 465,453 1.0 240,977 2.8 224,476 －0.8
　　５月 485,904 3.1 258,762 5.8 227,141 0.2
　　６月 466,034 0.6 247,779 1.3 218,255 －0.1
　　７月 480,628 2.9 248,861 4.2 231,767 1.5
　　８月 466,473 3.2 242,203 5.6 224,269 0.8
　　９月 456,493 0.6 236,968 －1.3 219,526 2.9
　　10月 476,173 2.3 249,222 3.1 226,951 1.4
　　11月 469,704 1.7 246,673 3.1 223,030 0.3
　　12月 463,014 2.7 225,094 4.4 237,921 1.2
27年１月 467,786 2.6 246,886 4.0 220,901 1.1
　　２月 443,644 2.9 231,892 4.0 211,753 1.7
　　３月 480,663 －4.9 237,248 －9.4 243,415 －0.1
　　４月 p486,614 p4.5 p249,674 p3.6 p236,941 p5.4
　　５月 p492,247 p1.3 p261,014 p0.9 p231,232 p1.8
　　６月 p492,189 p5.6 p261,615 p5.6 p230,576 p5.6
　　７月 p495,519 p3.1 p253,938 p2.0 p241,582 p4.2
　　８月 p480,770 p3.1 p247,767 p2.3 p233,002 p3.9
　　９月 p481,433 p5.5 p254,290 p7.3 p227,143 p3.5
　　10月 p491,400 p3.2 p255,512 p2.5 p235,887 p3.9
　　11月 p484,300 p3.1 p254,973 p3.4 p229,327 p2.8
　　12月 p476,848 p3.0 p232,235 p3.2 p244,613 p2.8
28年１月 p480,868 p2.8 p253,656 p2.7 p227,211 p2.9
　　２月 p462,513 p4.3 p241,052 p4.0 p221,461 p4.6

（注）１ ．集計対象は、東京地下鉄㈱及び札幌市、仙台市、東京都、
横浜市、名古屋市、京都市、大阪市、神戸市、福岡市の各公
営地下鉄の10地下鉄です。

　 　２．“p” は速報値。
　 　３ ．四捨五入の関係で、定期・定期外の積み上げ値と地下鉄輸

送人員は異なる場合がある。

※容器・荷造を含めた重量
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●平成28年第１回運営評議会

日　時：平成28年３月14日（月）　13時30分～

場　所：協会９階会議室

内　容： 　今回の運営評議会は、３月29日（火）に開

催される理事会に先立って、理事会に附議す

る案件等について審議いただくものであり、

①平成28年度事業計画書（案）、②平成28年度

収支予算書（案）、③平成28年度会費の額及び

納付の方法（案）、④特定個人情報等取扱規程

（案）、⑤平成28年通常総会の日時、議題等（案）、

⑥代表理事の職務執行状況の報告の６項目に

ついて審議いただいた。

● 平成28年「エコレールラインプロジェクト事

業説明会」の開催

日　時：平成28年３月24日（木）　14時～

場　所： 協会５階会議室

内　容： 　平成28年度「エコレールラインプロジェク

ト事業」に関し、国土交通省鉄道局都市鉄道

政策課の大島輸送障害対策推進官等から公募

スケジュールや補助対象の見直し等の説明を

受け、参加した事業者からの質問等について

回答がなされた。

　　　　（参加者 :14事業者、27名）

●平成28年第１回理事会

日　時：平成28年３月29日（火）　15時～

場　所：協会９階会議室

内　容： 　今回の理事会には、東京都交通局長塩見清

仁氏はじめ14名の理事と２人の監事が出席し、

副会長である東京地下鉄㈱社長奥義光氏が議

長となり、議案等の審議が進められた。

　　　　 　議案は、①平成28年度事業計画書（案）、②

平成28年度収支予算書（案）、③平成28年度会

費の額及び納付の方法（案）、④特定個人情報

等取扱規程（案）、⑤平成28年通常総会の日時、

議題等（案）についての５議案と、⑥代表理

事の職務執行状況の報告について審議され、

原案どおり可決された。

●  「平成29年地下鉄関係予算概算要求等に関する

国・地下鉄事業者等情報交換会」の開催

日　時：平成28年４月26日（火）　13時～

場　所：協会５階会議室

内　容： 　「平成29年度地下鉄関係予算概算要求等に関

する国・地下鉄事業者等情報交換会」を開催し、

12事業者、22名が参加した。

　　　　 　この情報交換会には、国土交通省鉄道局及び総

務省自治財政局の担当課（室）長を交えて、平成29

年度予算編成に向け、各交通事業者が抱える課題

及び財政問題について国への要望事項等を伝え

るとともに、喫緊の諸課題について協議した。また、

引き続き「地下鉄事業」に係る入札不調関係につい

て情報交換を行い、各事業者から、その実情及び

取組みについて説明があり、意見交換を行った。

●平成27年度決算・監事監査の実施

日　時：平成28年４月22日（金）　11時～

場　所：協会９階会議室

内　容： 　平成27年度における当協会に係る「事業報告」

（案）「決算（計算書類）」（案）関係及び「公

益目的支出計画実施報告書」について監事に

よる監査がなされた。

● 平成28年第２回運営評議会

日　時：平成28年４月28日（金）　15時～

場　所：協会９階会議室

内　容： 　今回の運営評議会は、５月12日（木）開催の

書面決議による第２回理事会に先立って、当該

理事会に附議する案件等について審議いただく

ものであり、①平成27年度事業報告書（案）、②

平成27年度計算書類（案）、③平成27年度公益

目的支出計画実施報告書（案）、④補欠の役員

の選任（案）と、⑤代表理事の職務執行状況の

報告について審議をいただいた。

● 平成28年第２回理事会

日　時：平成27年５月12日（木）　

場　所：（書面による審査・決議）

業 務 報 告
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　平成28年４月１日付け国土交通省鉄道局、都市局、総務省自治財政局及び公営地下鉄関係事業者関係の人事

異動につきましては、当記協会ホームページ「協会ニュース」の「地下鉄短信（第233号）」及び「地下鉄短信

（第234号）」（いずれも平成28年４月１日付）をご覧ください。

人事だより

内　容： 　今回の理事会は、書面による決議のため全

理事と２人の監事が参加し、会長（福岡市長 ;

髙島宗一郎氏）の提案により、議案等の審議

が行われた。

　　　　 　議案は、①平成27年度事業報告書（案）、②

平成27年度計算書類（案）、③平成27年度公益目

的支出計画実施報告書（案）、④補欠の役員の選

任（案）について決議いただくこととしている。

●「広報調査委員会」の開催

日　時：平成27年５月23日（月）　13時30分～

場　所：協会５階会議室

内　容： 　当協会の広報活動に関する諸課題地下鉄等

の普及発展、利用促進、マナーポスターの作成・

啓発について、調査・検討を行うため、実施

するものであり、14事業者の参加の下、広報

活動に関する諸方策について検討・協議する

こととしている。

●平成28年第３回理事会

日 時 : 平成28年５月26日（木）　15時～

場 所 :　弘済会館

内 容 : 　今回の理事会は、先の第２回理事会における

書面決議の報告を行うため、開催するもの。

　　　 　報告案は、①平成27年度事業報告、②平成27年

度計算書類、③平成27年度公益目的支出計画実施

報告、④補欠の役員の選任、⑤代表理事の職務執

行状況の報告を審議いただくこととしている。

●平成28年通常総会

日 時 : 平成28年５月26日（木）　16時～

場 所 :弘済会館

内 容 : 　今回の総会には、附議する案件として、①平

成27年度事業報告書（案）、② 平成27年度計算書

類（案）、③平成27年度公益目的支出計画実施報

告書（案）、④平成28年度の会費の額及び納付の

方法（案）、⑤補欠の役員の選任（案）等につい

て審議いただくこととしている。

●全国地下鉄輸送人員速報の公表

○ ２月23日に、平成27年12月・速報値

○ ３月24日に、平成28年１月・速報値

○ ４月22日に、平成28年２月・速報値

を、それぞれ国土交通記者会及び国土交通省交通運輸

記者会に配布し、公表しました。
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表２ 表３

PC PC TOP

1.
100

Q&A

2.

3.

YOUTUBE

4.

5.
YOUTUBE

QR



主要記事主要記事
■巻頭随想■巻頭随想
　 東葉高速鉄道株式会社　　 東葉高速鉄道株式会社　
　　代表取締役社長 髙梨國雄　　代表取締役社長 髙梨國雄
■講演■講演
　 －　 －高度自動化がもたらすもの高度自動化がもたらすもの
と求めるもの－と求めるもの－
　 　 国立大学法人筑波大学　副学長・理事国立大学法人筑波大学　副学長・理事　　
　稲垣　敏之　稲垣　敏之
■解説■解説
　　・・鉄道沿線まちづくりについて鉄道沿線まちづくりについて
　 　 ・ ・ 「経営戦略」の策定推進について「経営戦略」の策定推進について
　 ・ 平成28年度都市鉄道関係　 ・ 平成28年度都市鉄道関係
予算の概要予算の概要

　 ・ 平成28年度公営地下鉄事　 ・ 平成28年度公営地下鉄事
業関係施策等について業関係施策等について

■ ヒューマンヒストリー■ ヒューマンヒストリー
　　地下鉄の発展につくした人びと地下鉄の発展につくした人びと
　　「大刀　豊」編　　「大刀　豊」編
■特集  ■特集  地下鉄の「地下鉄の「まごころまごころ

4 4 4 44 4 4 4

」を考える」を考える
　 　 　 　 （一社）日本エレベーター協会（一社）日本エレベーター協会
　　　　福岡市交通局福岡市交通局
　　名古屋市交通局　　名古屋市交通局
　　東京地下鉄株式会社　　東京地下鉄株式会社
　　札幌市交通局　　札幌市交通局
■歴史シリーズ■歴史シリーズ
　　「鉄道開業100年の歴史を超えて」「鉄道開業100年の歴史を超えて」
　　　　京浜急行電鉄株式会社京浜急行電鉄株式会社
■■地下鉄の「ロゴ」歴史ヒストリア地下鉄の「ロゴ」歴史ヒストリア
　　 　　 近畿日本鉄道株式会社近畿日本鉄道株式会社
　　　　横浜高速鉄道株式会社横浜高速鉄道株式会社
■車両紹介■車両紹介
　　　　東日本旅客鉄道株式会社東日本旅客鉄道株式会社
■沿線散策■沿線散策
　　　　札幌市交通局札幌市交通局　　
■世界の地下鉄■世界の地下鉄
　　「ジャイプル（インド）」　　「ジャイプル（インド）」
■賛助会員だより■賛助会員だより
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